























































































































































































































































































































214 京都マネジメント・レビュー 第 14号




























































































ミュニティ・ビジネス 50選か 30選か 100選をしようと考えています．それから，こういっ
たフォーラムやシンポジウムを国主催の経済産業局でやりたいと思います．経済産業局と
















































































































































































































































































































































































































































































230 京都マネジメント・レビュー 第 14号
ソーシャル・マネジメントや，ソーシャル・アントレプレナーという議論は関西でも着実
に根を下ろしつつあるというか，定着しつつあると思います．きょうも NPOメッセ in関
西ということで，コーディネーターの大室からお話をさせていただいていましたが，大阪
経済大学で，きょうから 3日間熱い議論がされているようです．それから関関同立 4大学
で地域貢献型の社会企業家養成プログラムというのも現在進行中です．
我々の学科もソーシャル・マネジメント学科が新設されて，この領域の若い先生方がた
くさん入ってきました．ぜひ，大学も学部もこのソーシャル・マネジメント学科を経営学
部の一つの柱として情報発信をしていきたいと思っております．ちょっと時期的には未定
ですが，次回は環境経営とか環境をキーワードに，こういうシンポジウムを企画しており
ます．また，新聞とかホームページ等々で告知をさせていただきますので，その節はご支
援，ご参加いただきますように，お願いいたします．
最後になりましたが，4人の方，全員にお忙しい中スケジュールを調整していただいて，
このシンポジウムにご参加をいただきました．我々もこの熱い議論を何とか大学教育の中
に活かしていく必要があると真剣に考えています．きょうも学会のオペレーションで学部
の学生や大学院生もたくさん参加をしています．産業大学は元気で明るいというのが一つ
のスクールカラーです．非常に元気な学生が多いです．元気で明るい学生でプラス社会的
なソーシャル・マインド，社会を多様に見る目を養うような学生が育ってくれればな，と
思っております．
今後も京都産業大の経営学部の取り組みに関して変わらぬご支援をいただけますように
お願いをいたしまして，閉会のあいさつとさせていただきます．ありがとうございました．
司　会：長時間にわたりまして，おつきあいいただきまして，本当にありがとうございました．こ
れにて，京都産業大学経営学部 40周年記念シンポジウムを閉会いたします．ありがとう
ございました．
